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は じ め に

CS-1170は 新 し く開 発 さ れ たcephamycin系 抗 生 物 質

で,そ の抗 菌 力 は従 来 の 本系 統 の 薬 剤 に比 し グ ラム 陰性

菌,特 に Haemophilus influenzae, Sertutia, indole 陽性

Proteusに も有効であることが知られている1)。今回,わ れ

われはCS-1170を 慢性呼吸器感染症に使用 して2,3の

知見を得たので報告する。

I. 抗 菌 力

1. 測定方法

被検株は慢性呼吸器疾患の喀痰中かち107/ml以 上 の

菌が定量培養法により分離され,そ の起炎菌 としての意

義が明らかであるグラム陰性桿菌,す なわち,h勉emo一

philus influenzae, Klebsiella, Serratia, E coli につい

てその抗菌力を測定 した2塾O測定方法は日本化学療法学会

標準法にしたがい平板希釈法を用いた。また,cephalos-

porin系 抗生物質及び他のcephamycin系 抗 生物質Cef-

oxitin(CFX)の Minimum inhibitory concentration

(MIC)を 同 時 に測 定 し、CS-1170の 抗 菌 力と比較 検 討 した。

2. 成 績

CS-1170の 抗 薗 力 を Haemophilus influenzae 54株,
Klebsiella64株 。Serratia33株,E.coli26株 に つ い て測 定

した結 果 をTable1,2,3,4に 示 した。

Haemophilus influemaeに 対する本 剤 の抗 菌 力は12 .5

μ9/m1ま たは そ れ 以 下 で90%以 上 の 菌 株 の 発 育 阻 止 が

認 め ちれ た。Cephaloridine(CER),Cefazolin(CEZ)

で は90%以 上 の 阻 止 が お の お の50μg/mlで あ る こ とか

ら、 その抗 菌 力が 優れ て い る こ とが 明 らか で あ る。

K(々b晦'hに 対 す る抗 菌 力 で はTable2に 示 す ご と く

71.9%の 株 は0.78μg/mlま た は そ れ 以 下 の 濃 度 で 発 育

が 阻 止 され る のに 対 し,CER, Cephalothin(CET),CEZ

では70%の 菌 株 の 阻 止 濃度 は お の お の3.13μg/ml,3.13

μg/ml,1.56μg/mlま た は それ 以 上 で あ り,明 らか にCS

-1170が 本菌 に対 して も抗 菌 力が 優 れ て い る こ とが 明 ら

か に な った 。

Semtiuに 対 す る抗 菌 力 で はTable3に 示 す ご と く

75.8%の 菌 株 が12.5μg/mlま た は そ れ 以 下 の 濃 度 で 阻

Table 1 Susceptibility of Haemophilus influenzae

Table 2 Susceptibility of Klebsiella
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止されるのに吋し,CER,CEZで は被験株の大部分が抵

抗性 を示 した。

E.coliに 対 する抗薗力では84.6%が1,56μ 側m1ま た

はそれ以下の濃度で発青阻止が認められた。また,CEZ

では84.6%の 株が同しように阻止された。しかしピー ク

はCS-1170で は0,78μg/mlに あるのに対し,CEZで は1.56

μg/mlに あ 。),少な くとも1管 程度CS-1170の 方が抗菌

力が強いもの と推定された(Table4)。

なお,現 在開発中の薬剤でCS-1170と 同系統の抗生剤

であるCFXと の比較では,Haemophilus influemae

に対 してはMICで1管 程度CFXが 優 れてお り,Kleb-

siella, Serratia, Ecoliに 対 しては1～2管CS-1170の 方

がCFXよ りも優れていた成績であった。

II.臨 床 例

次に記載する臨床例は昭和52年9月 より昭和53年1月

までにCS-1170を 投与 した臨床症例でTable5に 示す

ごとく慢性呼吸器疾患の増悪期のもの7例 。急性呼吸器

感染症4例,尿 路感染症1例 である。投与量は1回1～39

を1日1～2回,500mlの5%glucose液 に溶解 し,点

滴静注投与を施行した。

薬剤の効果判定には使用前後の喀痰量,白 血球数,

CRP,胸 部レ線像を検討するとともに,喀 痰中の細菌学

的検査を同時に施行した。薬剤効果判定は本剤投与1週

以内に自覚症状の改善とともに白血球数,赤 沈の改善を

認め同時に起炎菌の消失を認めたものを著効 とし,自 覚

症状,お よび菌の減少を認めたものを有効とした。

Haemophilus influenza 感徽症4例 ではいずれ も臨

床症状の改曹,菌 の梢失,検 査成績の改善を認め著効と

判定した。Serratia感 染症1例`燭 効,S妙h鋤 蜘

aureus感 染症1例 は有効を呈したが,Klebsiella感 染症

3例 中2例 は著効,1例 は不明であった。また喀痰中かち

Streptococcus viridans が分離され。常在薗的性絡を有†

る もの で は2例 中1例 が 有 効,1例 が 無効 で あ った.ま

た尿 路 感 染 症1例(E.coli7×107/ml)で は 無効 で あ っ

た。

以 上呼 吸 器 感染 症11例 中。 著効70.0%,有 効20,0%.

無効10.0%の 成 績 を 示 した。

虚例4。60歳 。 男性`Fig.1)

診 断Chronic bronchiti.

約20年 前 よ り季 節 に 関 係 な く咳 歎 。 歎性 喀 痰 が1日 的

10m1嘘 出 され て い た.2年 前 よ り本 院 に て 種 々の 拍 療を

受 け て い たが 。 混 合 怒染 症 で昭 和51年 来.CEXを 縫 口葡

に 投 与 中, Haemophiius ituluenziss が出現し,喀 痰も歎性

と な り,咳 歎 も強 くな っ た の で 本 硝の 般 与 を緩 み た.

本 剤使 用後3日 目頃 よ り咳 徽 。 喀 痰 の 減 少 が 錫 め られ

た。

投 与 方 法 は 本 剤2gを500mlの5%glucoge液 に 溶 解

し2時 間 に わ た り点 滴 静 注 を施 行 した。

本 剤 使用3日 後 よ り咳 殿,喀 痰 の 減 少 が 認 め ちれ る と

ともに投与終了時の検査で Haemophilia inf uenzae の講

失,赤 沈,末 梢白血球の改普が諺めちれ著効 と鵯定され

た。

Table 3 Susceptibility of Serratia

Table 4 Susceptibility of E.coli
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Fig. 1 Case No 4 ,Chonic bronchitis M. 60yr.

Table 6 Effect of CS-1170 on clinical laboratory findings

B: before A: after

m.副 作 用

本薬剤投与前後における肝機能(GOT,GPT,Al

-phosphatase) ,腎 機能(Creatinine,Urea-N)を 検査す

るとともに,投 与前後における自覚症状の有無をTable

6に 示 した。

本剤投与全例(12例)に 肝機能,腎 機能障害を認めな

かった。

しかし,症 例11で は本剤投与2日 目より全身に発疹を

認めた。本剤投与前後でなんら他の薬剤の変更などはな

か っ た こ とか らCS-1170に よ る もの と考 え3日 目で中

止 し た。なお,本 症 例 は 他 のcephalosporin系 薬 剤CET,

セ フ ァマ ン ドー ル(CMD)で も発 疹 を認 め て い る。

投 与 前 の 皮 内 反 応 は陰 性 であ った 。

IV.考 按

1.抗 菌 力

CS-1170はcephamycin系 の 新 規 抗 生剤 で,グ ラ ム陽

性 球 菌 の み な ちず,グ ラ ム 陰 性 桿 菌 に 対 し て も他 の

cephalosporin系 薬 剤 に 比 し強 い 抗 菌 力 を 有 す る抗 生物
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質とされている1)。われわれは慢性呼吸器感染症の重要起

炎菌 と して Haemophilus influenzae をあげ てい る

が尉.臨 床材料より分離された本菌に対するMICは 他

のcephalosporin系 抗生物質に比し低い値を示 した。ま

た従来よりKlebsiella,Sgrratiaに 有効な抗生物質 とし

てaminoglycoside系 抗生物質が知られていたが,Kleb-

sielleに対 してはCEZと 同程度またはそれ以上の抗菌

力を有し,そ のMICは ほぼaminoglycosideと 同程度の

抗菌力を示している。また,一 方においてCS-1170はSe-

rratiaに対 し比較的強い抗菌力を有することも明ちかで

ある。このことは今後本剤がKlebsiella Serramtiaの 感染

症に対して十分使用しうることを示唆するものである。

2.臨 床使用

呼吸器感染症11例 にCS1170を 投 与 し9例 にその効

果を認めた。特に有効例中には比較的起炎菌の明らかな

ものが 多 く, Haemophilus influenzae 4例,Klebsiella 2

例, Serratia 1 例, Staphylococcus aureus 1例 が含まれて

いる。また,無 効例2例 のうち症例3は 明らかな感染症

状は認めず,む しろvirUS性 疾患を思わせる症例であっ

た。また,症例11で はcephalosporin系 薬剤で発疹の既往

を有する患者であり(CET,CMD),CS-1170投 与によっ

ても発疹が認められ2日 間の投与で中止 したので,そ の

効果は判断し得ない。

われわれの今回の臨床成績からは特に重大な副作用は

認められなかった。本剤投与中に悪心嘔吐もなく,皮 内

反応は陰性であるにもかかわらず発疹を認めた1例 のみ

であり,他 の肝機能,腎 機能には特別な変化は認めなか

った。

結 論

新抗生物質CS-1170に つ いて抗菌力,臨 床使用により

次の成績を得た。

1.抗 菌力

慢性呼吸器感染症の喀儂中より107/m}以 上分離され,

起 炎菌 として意義の高い臨床分離株であるH勉emoP解

lus influenzae, Klebsiella, Serratia, &coil を対象とし

てその感受性 を検肘 した。そのMICは Haemophilus

influenzae ≦12、5μg/ml(54株 中50株,92.6%),Kleb-

siella≦0.78μg/ml(64株 中46株 。71.9%),Serratia≦12,

5μg/ml(33株 中25株,75,8%),Ecoli≦1、56μg/ml(26

株 中22株,84.6%)で あ りCER,CEZに 対 し強 い抗 菌 力

を有 す る こ とが明 ちか に な っ た。

2.臨 床成 城

呼 吸 器 感染 症11例 にCS-1170を 投 与 し著効7例,有 効

2例,無 効1例 。 判 定 不能1例 で あ っ た。 また 尿路 感 染

症1例 は 無効 で あ った 。

本 剤 投 与1例 に全 身性 発疹 が 認 め ちれ たが そ の他 の 副

作用 は12例 全例 に認 め ちれ なか った 。
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LABORATORY AND CLINICAL STUDIES ON CS-170
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Laboratory and clinical investigations were performed on CS-1170 and the results were obtained as
follows.

1) Susceptibility and clinically isolated strains to CS-1170 was determined by ager plate dilution
method, and compared with that to cephaloridine, cefazolin and ceftxitin. Minimum inhibitory
concentrations of CS-1170 were examined against 54 strains of Haemophilus influenzae, 64 of Kkbsielk,
33 of Serratia and 26 of E. coli, and values counted 6.25 pg/m1 (90.7%), 0.78 pg/m1(71.9%), 12.5 mg/m1
(75.8%) and 1.56 ,ug/ml (84.6%) respectively.

2) Eleven patients of respiratory tract infections were treated by CS-1170, and 9 cases showed
effective clinical results.

Any side effects were not observed in all 12 patients, except that 1 case showed exanthem on the
body skin.


